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ぐるセミナーが開催され（Fihman, 1997 : 66），ベルクソンと映画を主題と


















向けられているのは映画の初期の状態に対してである」（Deleuze, 1983 : 40/
47（2））と論じ，シャトゥは「ベルクソンの映画経験はかなり早い時期で止ま


































2004 a : 26）。しかしベルクソンが「行程」を「軌跡」に，「進展」を「事物」
に置き換える「精神の技巧」を告発するのに対して，マレイは，クロノフォト
グラフィによって走者のとる諸々の正確な「姿勢」を示し，むしろ「感覚の錯

















ョンでは〈笑い〉を誘う」（Didi-Huberman, 2004 b : 228）。たしかに私たち
は，マレイのクロノフォトグラフィだけでなく，装置を担いだ被験者の挿図












る。Fihman, 1997 : 70.
⑷ 以下も参照のこと。松浦，2001 : 38−.
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意の瞬間」の方は，まさしく「マレイのカメラの間欠的なシャッターの開閉に






















れを総合する映画装置をも指し示し（Bull, 1928 : 163−），もともとリュミエ
ール兄弟の「シネマトグラフ」は「クロノフォトグラフィ」の一種と見なされ







































のオブジェを毎秒 6コマのリズムで 30秒間，毎秒 3コマのリズムで 20秒間，













ました」（Card, 1979 : 145）。もちろんビュルも言及しているように，「科学
映画」にとっても，撮影速度のみならず，適切な映写速度を選択することは重
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